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当社は創業以来一貫して、自然環境破壊に直結しないように最大限の注意を払ってきま
した。創業理念を現実的なものにするために技術研鑽に励み、地域社会への貢献を目
指して、日々 努めております。
また、いち早く最新式中間処理施設・破砕機を導入し、製紙原料等の資源原料や建設資
材に再利用できるよう資源リサイクルにも力を入れています。

株式会社山﨑砂利商店
住所：滋賀県大津市浜大津4丁目7-6　TEL：077-523-2821　FAX：077-523-2832
HP：http://yamazaki-jari.co.jp/　設立：昭和2年5月1日
業種：砕石・砕砂事業、土木工事事業、産業廃棄物処理事業、土壌浄化再生事業

専務執行役員
奥田  貴光 さん

建
設
残
土
の
有
効
利
用
方
法

　

当
社
は
、滋
賀
県
で
砕
石
・
砂
利
製
造
、土
木
・

建
築
工
事
、廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、汚
染
土
壌
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
が
紹
介
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
、建

設
残
土
お
よ
び
建
設
副
産
物
の
再
生
利
用
方
法

で
す
。
建
設
現
場
で
発
生
す
る
建
設
残
土
は
、土

質
が
不
均
質
で
あ
る
た
め
汎
用
性
が
低
く
、ま

た
、建
設
副
産
物
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
も
の

が
多
い
た
め
、そ
の
ま
ま
で
の
再
利
用
が
難
し
い

で
す
。加
え
て
、粘
土
質
の
残
土
は
強
度
が
出
に

く
く
転
用
が
困
難
で
す
。

　

し
か
し
当
社
は
、長
年
培
っ
た
洗
浄
分
級
技

術
を
活
用
し
、土
質
粒
度
を
分
級
し
直
し
、建
設

副
産
物
等
の
不
純
物
を
取
り
除
き
、用
途
毎
の

土
質
資
材
を
製
造
す
る
こ
と
で「
建
設
残
土

1
0
0
％
再
利
用
」を
可
能
に
す
る
技
術
を
研

究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

研
究
に
あ
た
っ
て
は
、物
理
性
に
関
し
て
は
立

命
館
大
学
、化
学
性
に
関
し
て
は
金
沢
大
学
と

共
同
し
、研
究
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、

安
全
か
つ
高
品
質
な
建
設
系
土
質
資
材
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

製
造
し
た
資
材
は
、す
べ
て「
滋
賀
県
リ
サ
イ

ク
ル
認
定
製
品
」の
認
定
を
受
け
、安
心
し
て
使

用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
　提

供
資
材
一
覧（
主
た
る
用
途
）

　
・
盛
土
く
ん（
汎
用
性
の
高
い
盛
土
材
と
し
て
）

　
・
改
土
く
ん（
汎
用
性
の
高
い
盛
土
材
と
し
て
）

　
・
強
土
く
ん（
高
強
度
が
求
め
ら
れ
る
盛
土
材

　
　
　
　
　
　

と
し
て
）

　
・
刃
金
土
く
ん（
不
透
水
性
が
求
め
ら
れ
る
池

　
　
　
　
　
　
　

の
堤
体
材
等
と
し
て
）

　
・
洗
い
砂
P（
建
設
・
建
築
材
料
と
し
て
）

　
・
R
s‚
75（
住
宅
地
造
成
基
礎
等
の
施
工
性

　
　
　
　
　
　

が
求
め
ら
れ
る
盛
土
材
と
し
て
）

滋賀県のごみ減量・資源化の取組等に関するお問合わせ
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課
TEL:077-528-3477  FAX:077-528-4845
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